



[image: ひらつか1048]





完熟をお届け



　昭和初期に始まった平塚のイチゴ作りは戦後、品種や栽培方法を変えながら、県内有数の規模を誇るまでに成長しました。今号では、平塚を代表する農産物の一つ、甘みが詰まったイチゴの魅力を紹介します。




[image: イチゴ作りの舞台裏]



　ずらりと並ぶ株から、あふれるような真っ赤なイチゴ。ビニールハウスで日照や温度を管理して育てられ、真冬に多くの実を結びます。冬の収穫に向けて、真夏から本格的に始まる苗作りの苦労や、夜間電照、ミツバチを使った授粉など、平塚のイチゴ作りの舞台裏を紹介します。

問：農水産課　電話：0463-35-8103






[image: 猛暑の中の苗作り]


　抜けるような青空と、じりじりと照りつける太陽-。

　梅雨明け後の平成27年7月21日、寺田縄の畑には、額に汗を浮かべ、黙々と作業するイチゴ農家の原眞一（しんいち）さんの姿がありました。最高気温が33度に達したこの日、炎天下の畑で、すでにイチゴ作りが始まっていたのです。

　前年から夏までに育てた400～450の親株から、冬に実を付ける子株1万3000株を育てていきます。病害虫の被害などを考慮し、ビニールハウスに植える1万2000株より1000株も多く必要です。イチゴは一つの親株からランナーと呼ばれる長い茎が伸びて、約30の子株を作り、増えていきます。子株が成長したら、ランナーでつながっている親株や子株同士を1株ずつ丁寧にはさみで切り離していきます。

　「子株を切り離す時は、親株から来ている茎を長く切り残します。親株とは反対側に実がなるので、ハウスに苗を植える時の目印になります」と原さんは説明します。

　切り離した子株は、大きさで選別します。大きい苗から小さい苗まで、8列に分けて規則正しく地面に並べていきます。「昔は親株から延びるランナーを直接、畑に植えていました。ポットを使うようになってからは、管理がすごく楽になりました」と話します。

　原さんは大学卒業後、造園会社に勤め、平成12年から家業の農業に本格的に携わるようになりました。2年ほど前に父の喜久夫さんが引退した現在は、妻の信子さんとイチゴやコメ、モロヘイヤなどを作っています。


[image: 親株から延びるランナー]

プランターに植えた親株からランナーが四方に伸びます



[image: 子株を切り離す原眞一さん]

子株を切り離し、不要な葉を取り除く原眞一さん



家族総出で植え付け


　朝晩の暑さが和らいできた9月20日、いよいよビニールハウスへ苗を植えます。原さんのビニールハウスは寺田縄に2棟あります。連休中の4日間で2棟のビニールハウスに1万2000株の苗を植える一大作業。多くの人手が必要になるので、小学校5年生と3年生の原さんの息子や妹家族、親戚が集まり、総勢10人で作業を進めます。

　植え付け作業では、等間隔に赤い印がある白いロープを畝に張ります。ロープの赤い印を頼りに原さんが苗を置いていきます。苗を置く人、ポットを外す人、苗を植える人と役割分担し、手際よく植えていきます。

　「今年は5年ぶりに、ビニールハウスの屋根を張り変えました。台風が近づく夜はいつも、心配でなかなか眠れませんね」と原さんは話します。一般的に、東西に長くビニールハウスを建てると、南に向く面が広くなり、イチゴ作りに適していると言われます。しかし、平塚のビニールハウスの多くは、台風時の強烈な南風から守るため、南北に長く建てるなど、被害を軽減させる工夫がされています。


[image: 植え付け作業]

コンテナを載せた台車を畝をまたぐように置き、少しずつ動かしていきます



[image: 植え付け作業2]

原さんの長男・颯汰（そうた） 君も苗を植えるお手伝い





病害虫との戦い


　バラ科に属するイチゴは病害虫に弱く、小まめに対策を講じないと、被害が一気に広がってしまいます。苗を枯らす炭疽（たんそ）病や、果実にうどん粉のようなカビを付けるうどん粉病、苗の養分を吸うハダニなどに注意が必要です。

　イチゴは、1週間に1枚ずつ新しい葉を広げます。多くの葉が茂ると消毒薬が十分に行き届かなくなってしまいます。また、古い葉には病害虫が付いていることが多く、古い葉を取り除く「葉欠き」の作業が欠かせません。

　ビニールハウスに植え付けた後も、病害虫の心配は尽きません。「うどん粉病とハダニの対策には悩まされます」と原さんも困り顔。1週間に1回のペースで、葉の裏側に消毒液がしっかり掛かるよう、丁寧に消毒を続けます。

　11月になると、いよいよ開花を迎えます。授粉のためミツバチを放した後は、ハダニの天敵を含んだ天然成分の殺虫剤などを使って、対策を進めていきます。


[image: 丁寧に消毒]

消毒と葉欠きを交互に進めて、病害虫から守ります








[image: 小春日和に開く花]


　日没後、イチゴをこうこうと照らす52個の電球。開花に合わせて、ビニールハウスの電灯を夜間にともす、長日処理が11月5日から始まりました。毎晩午後8時まで点灯し、イチゴに季節を錯覚させ、収穫時期を調整するのです。露地栽培では初夏に収穫しますが、ハウス栽培では、12月から5月が収穫時期です。

　またビニールハウスには、およそ8000匹のミツバチが飛び交います。以前は筆などを使い人工授粉させることもありました。実の形が良くなると言われることから、現在ではミツバチが広く使われています。


[image: ミツバチを使った授粉]

授粉に欠かせないミツバチ




[image: ミツバチは巣箱へ]

1月18日午後5時30分のビニールハウス。昼間飛び交っていたミツバチは、左奥にある巣箱に帰っています




[image: 赤くなるイチゴ]

次から次へと実が赤くなります






試行錯誤の収穫


　「イチゴが高値で取引されるクリスマスの時期を目指して作りますが、期待通りにいかないですね」と話す原さん。「周りの農家は例年より収穫が早いみたいだけど、うちは遅いです」と言います。

　原さんが育てている『さちのか』（後述）は収穫時期がほかの品種と比べて遅い品種です。赤くなる実が少しずつ増えてきた12月14日には、ようやく2回目の摘み取りができました。まだ収穫量は少なく、6000株あるハウスを1周しても30個足らずの収穫でイチゴパックを二つ作るのがやっと。本格的な収穫まで、もう少し時間が掛かりそうです。

　収穫量が徐々に増えてきた12月25日、ハウス1棟で50パックほどの出荷ができるまでになりました。収穫の最盛期には300パックにもなり、4日間掛けて2棟のハウスを一巡するころには、初日に収穫した株には次の実が色付いています。

　イチゴは次から次へと実を付けますが、1番目と2番目の実を付けた後に、3番目がなかなか付かず、株が休んでしまうことがあります。「平均的に収穫できればいいのですが、天候や水やり、肥料などに左右され、一定に作るのは難しいですね」と原さん。「今年は、ハウス内の配水管を3本から4本に増やしました。ムラのない水やりや配管が詰まらないよう水圧を上げるなど、毎年、試行錯誤しながら作っています」。

　原さんの収穫作業は、4月末まで続きます。



次コーナーから秘密を追跡






[image: 追跡！朝採りイチゴ]


毎朝7時から始まる収穫。原さんはおよそ2時間掛けて摘み取ります（写真❶）。

　入野の自宅にある作業場へ移り、9時ごろからパック詰めが始まります（写真❷）。フィルムを掛ける面が平らになるよう、さまざまな形をしたイチゴを手際良く並べます。「ハウスの中で日光に当たっていた面が、色鮮やかで艶があるので、上を向くように並べます」と原さんは話します。

　フィルムをかぶせ、形や大きさに応じて等級ごとに、箱に詰めていきます（写真❸）。



[image: 摘み取り]

❶摘み取り




[image: 2時間後]

❷2時間後




[image: 4時間後]

❸4時間後






午後5時、JA湘南金田支所の出荷場では、段ボール箱に入れられたイチゴが並び、甘い香りが漂います。それぞれの農家で箱詰めされたイチゴが出荷場へ運ばれていました。

　金田地区にある14軒のイチゴ農家は、組合をつくり共同でイチゴを出荷しています。出荷先は、全て平果地方卸売市場（四之宮1丁目）。組合に所属する農家が毎夕6人程度、交代で出荷作業を担当します。箱の中のイチゴが等級に合っていることを確認しつつ、傷みや虫食いがないかなどを見て、5箱ずつ梱包用のロープで束ねていきます（写真❹）。平成27年12月27日は組合で作っている5品種で128箱、およそ500パックを出荷しました。

　平果地方卸売市場にイチゴが届くのは午後6時～9時。この日は平塚のイチゴが635パック、静岡県産が2,266パックでした。同市場では午前2時ごろから、届いたイチゴを産地・等級ごとに並べ、取引先から受けた注文を基にそろえていきます（写真❺）。そろったものから、取引先の番号を箱に書けば完了です。4時30分～6時30分には、青果店やスーパーの配送業者らが自分の番号の書かれたイチゴを取りに来ます。

　摘み取りから、店頭に並ぶまで約26時間。平塚のイチゴは、市内のしまむらストアや青果店などで、販売しています。「よその産地のイチゴより100円ほど高いですが、品質はとてもいいです」と、しまむらストアすみれ平店の近藤学さんは言います（写真❻）。また市場を通さない直売品は、寺田縄にある「あさつゆ広場」などのJA湘南直売所で販売しています。



[image: 10時間後]

❹10時間後




[image: 19時間後]

❺19時間後




[image: 26時間後]

❻26時間後





[image: イチゴ作りに適した平塚]


　「平塚はイチゴの生産に恵まれた地域です。県内一の米どころで田んぼが多く、水分を含んだ重い土にイチゴがしっかりと根を張ります」と力を込めるのは、県農業技術センター（上吉沢）の普及指導部野菜課の堂田奈穂子さん。ビニールハウスなどで作られる施設イチゴの栽培技術の普及や調査研究などを担当しています。



データに基づく支援


　JAや市の職員と一緒に6月と8月の2回、イチゴ農家を巡回します。そこで生育状況や病害虫の確認、営農指導などをしています。

　6月は親株、8月は子株の病害虫の有無や肥料が適切かなどを確認します。「苗の勢いや葉に見られる斑点などから、病気の兆候を見逃さないようにしています」と堂田さん。判断が難しい場合には、葉を持ち帰って検査することもあります。

　また、茎の窒素量を調べるため、試験紙を使って、肥料を与える量やタイミングもアドバイスしています。茎を1本抜き取り、半分に折って試験紙に擦り付けます。窒素が多ければ栄養が多く、少ないと足りていないので、試験紙の色に応じて判断します。

　「肥料の調整は難しく、与えすぎると枯れてしまったり、最初に勢いよく実を付けても急に実を付けなくなったりすることもあります」と堂田さんは解説します。「最近は、化学肥料を減らして育てるのが主流になっています。平塚のイチゴ農家は受け継がれてきた技術が高く、心配はありません」と太鼓判を押します。


[image: 試験紙を使った窒素量をチェック]

窒素の量が多いほど、試験紙は濃い紫色になります


新しい品種に敏感


　平塚の特徴として、新しい品種を積極的に取り入れることがあります。「『やよいひめ』（「期待を裏切らない味」を参照）は根が弱い品種です。1回の水やりで与える量を減らす一方、回数を増やすなど、品種を変えたときは、皆さん作り方も工夫されています」と語る堂田さん。「イチゴ作りは、各農家の生産体制などから、簡単に変えられな　いこともありまが、試験紙の結果など客観的なデータから、農家にアドバイスするように心掛けています」と話します。





[image: 完熟ではどこにも負けない]


　頬を刺すような冷たい風が吹く、平成27年12月28日午前2時30分。まち全体が静まり返る中、平果地方卸売市場（四之宮1丁目）では、全国から集まった野菜や果物を仕分ける作業がピークを迎えていました-。

　同市場の石岡誠一さんに、平塚のイチゴの魅力を聞きました。





　平塚のイチゴの特徴は、何と言っても味です。完熟で摘み取って出荷しているので、ほかの産地には絶対に負けません。甘すぎず酸っぱすぎず、味覚のバランスがとれています。味・見た目・香りが三拍子そろって優れていますね。

　また、新鮮さや地元で作っているという安心感は、イチゴに限らず生鮮食品の強みではないでしょうか。市内の青果店では、「平塚のイチゴはおいしい」という声も聞くので、自信を持って薦めています。

　遠くの産地から届くイチゴには、ヘタの周りまでちゃんと赤く色付いていないものもあります。輸送に時間が掛かるため、熟さないまま摘み取って運ばれてきます。収穫後も色付きは進みますが、糖分は増えません。平塚のイチゴは、ヘタの方まで十分に赤くなってから収穫するので、味の濃さが違います。特に、寒い時期のイチゴは、ゆっくりと実が大きくなるので、甘みが豊かです。

　おいしいイチゴは、赤色が鮮やかで艶があるなど見た目で判断します。店頭に並べた時にきれいに見えるので、同じ品種でも、大きいイチゴの方が人気がありますね。

　市内の青果店では、イチゴ狩りで味わえるような新鮮なイチゴを買えます。ミルクなどを付けず、イチゴ本来の味を楽しんでください。


[image: ]

市場に届いたイチゴを前に、取引先からの注文を確認する石岡さん




9割以上が市内で流通


　今シーズンのイチゴの取り扱いは昨年11月25日から始まりました。イチゴの流通は例年5月まで続きます。

　私たちの市場で取り扱っているイチゴは、市内のイチゴが約30パーセント、静岡県産が70パーセント弱です。ほかにも福岡県産のあまおうと栃木県産のとちおとめを、ごくわずかですが取り扱っています。

　平塚のイチゴは、90パーセント以上が市内の青果店やスーパーマーケットで販売されています。残りの10パーセント弱は横浜市や大和市の青果店やデパートの地下にある食品売り場などでも売られています。「よく売れるから、平塚産しか置かない」というお店もあるんですよ。値段は張りますが、完熟で出荷される平塚のイチゴの魅力は十分にあると思います。

　平塚は県内で唯一、さちのかを作っています。珍しい品種でも出荷できるだけの数が確保できるのも平塚の強みで、取引先から喜ばれています。イチゴ農家の方とは年に数回、会議などで会う機会があるので、その都度、取引先の声や評判の品種などを情報交換するようにしています。





期待を裏切らない味


　「平塚は県内有数のイチゴの産地です」とJA湘南・営農販売課の深山藍さんは力を込めます。市内のイチゴ農家は25軒。うち23軒が所属する「いちご部会」の作付面積は約3万770平方メートルに上り、ShonanBMWスタジアム平塚の芝生面積の約4倍に相当します。

　「データの積み重ねが、安心・安全につながっています」と話す深山さん。使ってはいけない農薬があると、出荷できなくなってしまうので、毎月農家から報告を受け、いつ・どのような農薬を使っているか、農薬の使用履歴も管理しています。

　病害虫の苦労や資機材の要望などを農家から聞き、農薬や肥料、出荷用の梱包（こんぽう）資材などを手配しています。「『平塚のイチゴはおいしい』という期待に応えられるよう、イチゴ農家をしっかりサポートしていきます」。


[image: 「地元のイチゴが1番」とほほ笑む深山さん]

「地元のイチゴが1番」とほほ笑む深山さん




半数以上がさちのか

　平成26年11月～27年5月に、JA湘南を通じて出荷されたイチゴの内訳です。市内で作られ、市場に出荷されているイチゴは全部で5品種あります。また、平塚のイチゴは県内の品評会で高く評価されています。平成28年1月7日に開かれた品評会では、上位5点のうち4点を占めました。


[image: 出荷されたイチゴの内訳]

表示単位未満で四捨五入しているため、合計が合わない箇所があります






さちのか

　糖度が安定して高く、濃厚でコクがあります。西日本で多く作られている品種です。濃く鮮やかな赤色で長円錐形をしています。

[image: さちのか]





おいCベリー

　一般的なイチゴより多くのビタミンCを含んでいます。糖度が高く、甘みは強いです。平成24年に品種登録された新しい品種です。

[image: おいCベリー]





とちおとめ

　粒が大きく鮮やかな赤色で円錐形をしています。香りが高く、味のバランスもとれた定番品種です。東日本で多く作られています。

[image: とちおとめ]





やよいひめ

　大粒で果実は堅く、甘みと酸味のバランスが優れています。

　ほかの4品種と異なり、薄紅色が特徴の品種です。

[image: やよいひめ]





紅ほっぺ

　全国的に作られている人気品種です。豊かな甘みと、適度な酸味があります。市内では年末を中心に市場へ出荷されます。

[image: 紅ほっぺ]







応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、2月8日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ




廃棄物対策審議会の委員


　2人（選考）。4月1日から2年間。4月1日現在、次の条件を全て満たす方①市内に1年以上在住②高校生を除く18～75歳③市のほかの付属機関の委員などではない④過去に同審議会の委員の経験がない⑤平日に年4回程度、開く会議に出席できる、など。

募：別館2階の循環型社会推進課　電話：0463-21-8796　FAX：0120-704589や公民館などにある応募用紙を、郵送・ファクスまたは本人が直接、3月4日（金）午後5時までに、同課へ。





ハンカチでフクロウの壁掛け作り教室


　2月19日（金）午後1時～3時。リサイクルプラザ（四之宮7-3-5）。10人（先着順）。ハンカチ2枚・裁縫道具・物差し・筆記用具。200円。

募：電話で、リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301へ。




中原街道を巡りませんか


　2月28日（日）午前9時30分～午後0時30分。約4・5㌖。荒天中止。神奈中バス停「前鳥（さきとり）神社前」に集合し、「中原御殿」で解散。300円、中学生以下は無料。

募：コース名・全員の必要事項を、はがき・ファクス・メールで、2月21日（日）までに、社会教育課　電話：0463-35-8124　FAX：34-5522　メール：k-shakai@へ。




消防団・救急・消防活動に協力する事業所


消防団協力事業所　消防団活動に積極的に協力している。

救急協力事業所　従業員に応急手当の普及啓発を進めている。

消防協力事業所　建設用重機などを所有している。

　詳しい内容は、お問い合わせください。

募：電話で、2月5日（金）～19日（金）に、消防救急課　電話：0463-21-9729へ。




音楽のおくりものの出演者


　5月21日（土）・22日（日）、午前10時～午後6時。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。各日8組（抽選）。

募：豊原分庁舎1号館3階の社会教育課　電話：0463-35-8124　FAX：34-5522　メール：k-shakai@や市ウェブなどにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、2月5日（金）～26日（金）の平日、午前8時30分～午後5時に、同課へ。
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洋館で演奏しませんか



子育て支援講座


　怒鳴らなくても伝わるコミュニケーションを学びます。

　2月21日（日）①午前10時～正午②午後1時30分～3時30分。保健センター。市内在住で3歳～小学生の子どもの保護者、各30人（先着順）。各10人まで保育もあります。

募：電話で、2月8日（月）午後1時から、こども家庭課　電話：0463-21-9843へ。




女性のための無料法律相談


　親権・財産分与など、夫婦関係にまつわる法律相談です。

　3月16日（水）・24日（木）。開始時間は①午前9時30分②10時20分③11時10分④午後0時50分⑤1時40分⑥2時30分⑦3時20分。教育会館。市内在住・在勤・在学の女性14人（各回1人・抽選）。未就学児の保育もあります。

募：必要事項・希望する相談日と相談時間の番号（第2希望まで）・保育を希望する方は、子どもの氏名と年齢を、はがき・電話・ファクスで、2月29日（月）までに、人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9861　FAX：21-9736へ。




まちづくり探偵団


　普段は見ることのできない市長室や、議場などを見学できるクイズラリーをします。

　3月28日（月）午後1時30分～4時。本館7階710会議室集合。市内在住の小学校3～6年生と保護者30組（抽選）。

募：子どもと保護者の必要事項・学年を、ファクス・メールで、3月4日（金）までに、まちづくり政策課　電話：0463-21-8781　FAX：21-9769　メール：machi-s@へ。










市の案にご意見を




①市総合計画平成28年度版実施計画（素案）　総合計画に位置付けた施策の目標を達成するための事業を定めています。

②市教育大綱（素案）　「未来の礎を築く教育のまち平塚」を理念に、教育などの振興を総合的に進めるために策定します。

③市火災予防条例の一部を改正する条例の骨子（案）　重大な消防法令違反がある防火対象物をウェブなどで公表する制度を一部改正します。

　案の内容は①が2月5日（金）～3月7日（月）②③が2月8日（月）～3月8日（火）に、公民館や市ウェブなどでご覧いただけます。

募：　意見・必要事項（団体の場合は団体名・代表者名も）を、郵送・ファクス・メールまたは直接、①は3月7日②③は8日までに、①は本館4階の企画政策課　電話：0463-21-8760　FAX：0120-704589　メール：kikaku@②は本館4階の行政総務課　電話：0463-21-9754　FAX：0120-704589　メール：somu@③は消防庁舎2階の予防課　電話：0463-21-9727　FAX：21-9607　メール：yobo@へ。







お知らせ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ



新庁舎の工期を見直します


　汚染土壌の搬出などによる、全体工期への影響を協議した結果、工期を平成29年12月28日まで延長します。理由としては、汚染土搬出時などにおける地中障害物の撤去や、建設発生土の搬出時に汚染土壌の範囲の調査・搬出などに日数を要したためです。

問：庁舎管理課　電話：0463-21-9608




講演会　私の仕事いま昔


　講師が画家としての歩みについて作品を通して話します。

　2月14日（日）午後1時～3時。中央公民館。200人（当日先着順）。

問：社会教育課　電話：0463-35-8123




公民館まつりを開きます


　イベント内容などは、「公民館だより」をご覧ください。

　岡崎　2月14日（日）・20日（土）・21日（日）。須賀　19日（金）～21日。南原・土屋・旭北　20日・21日。四之宮　20日・21日・28日（日）。松原・花水・大野・大原・松が丘・横内・城島・旭南　27日（土）・28日。八幡　27日・3月5日（土）・6日（日）。豊田　2月28日・3月5日・6日。崇善・富士見・なでしこ・神田・金目・吉沢・金田　5日・6日。中原・大神　12日（土）・13日（日）。

問：中央公民館　電話：0463-34-2111



[image: 動画を見る]




湘南ひらつかふれあいマーケット　朝市


　地元産の野菜や魚、名産品などを販売します。

　2月21日（日）午前7時～8時。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。




花巻市の物産と観光展


　2月18日（木）～21日（日）、午前10時～午後6時（21日は午後5時まで）。市民プラザ。

問：文化・交流課　電話：0463-25-2520




企業合同就職面接会


　2月15日（月）午後1時～4時。平塚プレジール（八重咲町3-8）。市内または近隣市町村に在住の方。履歴書（コピー可）。面接にふさわしい服装でお越しください。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758
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消費生活センター　電話：0463-21-7530


架空請求メールに注意

　携帯電話やスマートホンで、身に覚えのない料金の請求メールを受け取ったことはありませんか。最近、携帯電話番号を利用したショートメールによる架空請求が増えています。「有料動画の利用履歴があります。料金未納のため、本日中に連絡をいただけない場合は法的手続きとなります。03-××××-××××　○○料金未納センター」といった内容です。

　慌てて連絡をすると、高額な料金をすぐに支払うよう脅されます。相手への支払い方法は、口座への振り込みの他にコンビニエンスストアでギフトカードを購入して、そのカードの番号を相手に伝えるよう指示される事例が多くなっています。ギフトカードは匿名で利用できるため、悪質な業者に利用されやすいと言えます。

　架空請求メールは不特定多数の人へ一斉に送りつけられる迷惑メールです。自分の個人情報が流出しているのではないかと心配せず、無視するのが一番です。電話をして名前や住所を伝えてしまった場合も、支払いに応じる必要はありません。

　心配なときは消費生活センターにご相談ください。
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健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ



市民健康づくり推進協議会の委員を募集


　2人（選考）。5月1日から2年間。5月1日現在、次の条件を全て満たす方①市内に1年以上在住②20～75歳③市のほかの付属機関などの委員ではない④過去に同協議会の委員の経験がない⑤平日に開く会議に出席できる⑥出席や議事進行に介助が必要な場合は自らその用意ができる、など。

　応募方法などの詳細は、市ウェブなどでご確認ください。

募：公民館などにある応募用紙に作文を添えて、郵送・ファクス・メールで、3月4日（金）までに、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111　FAX：55-2139　メール：kenko@へ。




要援護者支援の体制づくり


　災害時に地域でできる防災を考えませんか。

　2月28日（日）午後1時30分～3時30分。市民活動センター。40人（先着順）。

募：必要事項を、電話・ファクス・メールで、市民活動センター　電話：0463-21-7517　FAX：22-3701　メール：hira-sc@mb.scn-net.ne.jpへ。




高齢者住まい探し相談会


　2月18日（木）午後1時30分～4時。中央公民館。

募：電話で、かながわ住まい・まちづくり協会　電話：045-664-6896へ。




弱視レンズなどの展示会


　弱視レンズや拡大読書器などの視覚補助具を展示します。

　2月17日（水）午後2時～4時。平塚盲学校（追分10-1）。

問：平塚盲学校　電話：0463-31-1341




山野草を楽しむ教室


　3月3日～31日の木曜日、全5回、午前9時30分～11時30分。南部福祉会館（袖ケ浜20-1）。市内在住の60歳以上の方24人（先着順）。筆記用具。1000円。

募：電話または直接、南部福祉会館　電話：0463-21-3370へ。




初心者向けの手話講習会


　3月1日～29日の火曜日、全5回、午前10時～正午。教育会館。市内在住・在勤・在学の方20人（先着順）。筆記用具。

募：電話または直接、2月8日（月）午前9時から、福祉会館　電話：0463-51-6133へ。




不登校などのフォーラム


　親や支援者に求められる対応について臨床心理士と元当事者が話します。

　2月7日（日）午後2時～4時30分。市民活動センター。不登校・ひきこもりの子どもと保護者や支援者ら50人（先着順）。

募：電話で、NPO法人ぜんしん　電話：0463-23-1177へ。




家族介護教室


　免疫力がアップする食事の作り方を学びます。

　2月24日（水）午前10時～午後1時。中央公民館。市内在住の要介護者を介護している方ら20人（先着順・10人に満たない場合は中止）。エプロン・三角巾・布巾・筆記用具。300円。

募：必要事項を、電話・ファクスで、2月8日（月）午前10時から、地域活動栄養士菜の花会　電話：0463-61-4265へ。
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魚で平塚を盛り上げます


　「平塚は漁業が盛んだってことをもっと知ってほしいね」と後藤組合長は熱く語ります。東海大学の学生が考案した平塚の漁業のPRキャラクター「ひらつかタマ三郎」とともにいろいろな事業で平塚を盛り上げます。

　ひらつかタマ三郎はネコをモデルにした印象的な外見です。人気者の反面、怖がって泣いてしまう子どももいますが、後藤さんは「一目で平塚漁港のキャラクターと分かるように知ってもらえれば」と期待を込めます。

　1月に平塚漁港のネーミングライツを取得し、名付けた愛称は「ひらつかタマ三郎漁港」。漁港のネーミングライツは全国でも珍しい事例です。新たにネーミングライツ契約を締結した施設の詳細は、次号の広報ひらつか2月第3金曜日号をご覧ください。
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スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ



体育館を個人開放します


　市内在住・在勤・在学の方。小学校3年生以下と、午後6時以降の中学生以下の利用は保護者同伴。本人確認ができる運転免許証など。室内用運動靴・運動用具。

みずほ小学校（北金目2-39-1）　2月13日・20日の土曜日、午後1時～4時。

中原中学校（御殿4-5-1）　2月11日（祝）・3月10日（木）、午後7時～9時。

問：スポーツ課　電話：0463-31-3060




bjリーグを見に行こう


　横浜ビー・コルセアーズ-新潟アルビレックスBB。2月13日（土）午後6時、14日（日）午後2時、試合開始。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。

　前売りチケットは、総合公園管理事務所やローソンチケットなどで販売。A席大人3000円、2階自由席大人1800円など。当日チケットは試合開始2時間30分前から同体育館で販売。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233




少年少女マラソン大会


　3月6日（日）午前9時開会式。荒天の場合は、13日（日）に延期。ShonanBMWスタジアム平塚と総合公園周辺。受け付けは当日午前8時から、同スタジアム正面玄
関。市内在住・在学の小学校5年生～中学生。小学生2キロメートル、中学生3キロメートル。

募：市ウェブや大原1-1バッティングパレス相石スタジアムひらつか内のスポーツ課　電話：0463-31-3060などにある申込書を直接、2月12日（金）午後5時までに、同課へ。
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パークゴルフ大会


　3月13日（日）午前8時～正午。荒天中止。湘南ひらつかパークゴルフ場。市内在住の18歳以上の方100人（先着順）。500円。

募：必要事項、性別、生年月日、貸しクラブ・ボールの有無を、郵送・ファクスまたは直接、〒259-1204上吉沢1579-1湘南平塚パークゴルフ場　電話：0463-58-9300へ。




親子ダンス教室


　2月28日（日）午前9時45分～10時45分。ひらつかサン・ライフアリーナ。小学生以下の子どもと保護者25組（抽選）。500円。

募：教室名・子どもと保護者の必要事項・年齢を、はがきで、2月16日（火）までに、〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団ウェブからも応募できます。







市民相談

市民相談室

市：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




◇一般市民

月～金曜日、午前8時30分～正午・午後1時～5時




◇一般法律（予約制）

水・木曜日、午後1時～4時。8月は水曜日のみ。





◇税務（予約制）

2月26日（金）午後1時～4時






◇登記・供託（予約制）

2月12日（金）午後1時～4時





◇測量・境界（予約制）

2月12日（金）午後1時～4時






◇多重債務（予約制）

2月9日（火）・23日（火）午後1時～4時






◇年金・社会保険・労災

2月9日（火）午後1時～4時






◇許認可各種届け出

3月1日（火）午後1時～4時





◇不動産（予約制）

2月5日（金）・19日（金）午後1時～4時






◇分譲マンション管理（予約制）

2月22日（月）午後1時～4時






◇住宅（新・改築）

2月16日（火）午後1時～4時






◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／午前9時～正午・午後1時～4時










人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2177




◇来所

2月16日（火）、3月1日（火）　午後1時～3時









女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611（相談専用）




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時











健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ヘルスアップ相談（来所・予約制）

2月24日（水）、3月4日（金） 午後1時～3時









福祉総合相談

市：福祉総務課　電話：0463-21-8779




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時







障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇手話案内　FAX：21−1213

月～金曜日、午前9時～午後3時45分




◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後3時







くらしサポート相談

市：福祉総務課　電話：0463-21-8113




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時








65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-9621




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時








消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530



◇来所（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時









ビジネス相談

市：産業振興課　電話：0463-21-9758




◇発明・考案・特許（予約制）

2月15日（月）午後1時～4時





◇就労支援（予約制・先着4人・1人50分）

2月10日（水）・24日（水）、午後1時～4時50分









こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843




◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇母子・父子相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時








社会福祉協議会

栗原ホーム　電話：0463-33-6060




◇法律（予約制）

2月9日（火）・3月8日（火）、午後1時～4時







子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前10時～午後5時




◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時







子育て支援センター

豊田分庁舎　電話：0463-34-9076　FAX：31-1114




◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時







こども発達支援室くれよん

福祉事業センター　電話：0463-32-2738　FAX：31-1114




◇こどもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時








青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33−7830　月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかることがあります。
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中央図書館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-31-0415　FAX：31-9984

休館日 8·15·22·29日





■中央図書館の特集展示　美しい本

　2月28日（日）まで。2階貸出室。





■中央図書館　映画会

　日曜日、午後2時。3階ホール。

　2月7日〔子ども映画会〕注文の多い料理店（アニメ）。14日〔子ども映画会〕世界名作アニメ　トム・ソーヤの冒険（アニメ）。21日〔一般映画会〕お気に召すまま（実写）。28日〔子ども映画会〕まんが世界昔ばなし（アニメ）。





■ブックスタート

　市内在住の1歳未満の子どもと保護者。午前10時～11時30分。①2月6日（土）中央図書館②24日（水）北図書館（田村3-12-5）③3月9日（水）南図書館（袖ケ浜20-1）④13日（日）中央図書館⑤23日（水）金田公民館（入野108-1）。

　2～3月の開館日の平日木曜日、午前10時～11時30分に、中央図書館1階こども室でも開いています。

募：電話または図書館ウェブで、中央図書館へ。





■特別整理休館

　2月3日（水）～9日（火）北図書館。18日（木）～24日（水）南図書館。3月1日（火）～9日（水）中央図書館。10日（木）～16日（水）西図書館。








博物館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-33‒5111　FAX：31‒3949

休館日 8·15·22·29日





■ミニ文化祭　綿花を知ろう

　2月27日（土）～3月19日（土）。情報コーナー。






■アクアマリン・コンサート

　2月26日（金）午後2時と7時から。プラネタリウム。各回60人（先着順）。200円（18歳未満と65歳以上の方は無料）。
　電話で、2月12日（金）午前10時から、博物館へ。





■プラネタリウム投影

　上映中の入退場はできません。70人（当日先着順）。200円（18歳未満と65歳以上の方は無料）。

☆星はすばる　星の和名たち　2月6日（土）～4月3日（日）の土・日曜日と3月30日（水）・31日（木）、午前11時と午後2時。2月13日・27日、3月12日・26日の土曜日は午前11時から、幼児向け投影「だれが　おひさま　かくしたの？」を上映します。

☆館長の星空解説　2月6日（土）午後3時30分。

☆星空と音楽の夕べ　2月21日（日）午後4時。





■ひな人形展

　3月3日（木）まで。寄贈品コーナー。





■ろばたばなし

　2月21日（日）まで。情報コーナー。





■宇宙開発連続講座

　午後3時30分～5時。②講堂③④プラネタリウム。当日先着順。

②宇宙ミッションをつくろう　目的の星に向かうために必要な速度を計算し、オリジナルの任務をつくります。2月6日（土）。50人。電卓。

③世界のロケット打ち上げ鑑賞会　20日（土）。70人。

④人工衛星を撮ろう　28日（日）。30人。カメラ・三脚。





■くらしの中の天文講座

　暦とうるう年を解説します。

　2月27日（土）午後3時30分～5時。プラネタリウム。30人（当日先着順）。





■郷土史入門講座　誰が金目川を変えたのか

　金目川を変えたのは徳川家康なのか、徹底討論します。

　2月21日（日）午前10時30分～正午。講堂。50人（当日先着順）。
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　博物館サークルが日頃の活動の成果を発表します。
展示　2月6日（土）～21日（日）。特別展示室。
活動報告会　14日（日）午後1時～4 時40分。講堂。

実演　①未来を担う子ども達と平塚空襲を考える　7日（日）午後1時～3時。講堂②天体観察会会員によるプラネタリウム投影　7日午後3時30分～4時30分。プラネタリウム③太陽黒点の観察　14日午前10時～正午。博物館入り口前④古代土笛を体験しよう　14日午前10時～正午。科学教室⑤みんなで叩くお囃はや子し 体験会　20日（土）午後3時～4時30分。1階展示室相模の家・講堂。

問:博物館　電話：0463-33-5111





美術館

〒254‒0073西八幡1‒3‒3

電話：0463-33-5111　FAX：35‒2741

休館日 8·15·22·29日






■サラリーマンコレクターの知られざる名品　わの会展

　2月7日（日）まで。一般200円、高校生・大学生100円。





■ロビー展　前田哲明の彫刻

　4月10日（日）まで。





■物語る絵　春の所蔵品展

　2月13日（土）～4月10日（日）。一般200円、高校生・大学生100円。

学芸員によるギャラリートーク　2月27日（土）午前11時～11時40分。観覧券が必要です。





■市民アートギャラリー

　2月10日（水）～14日（日）ツクイ合同作品展、心創展。17日（水）～21日（日）なかよし作品展。23日（火）～28日（日）アート21油彩画展、yuco（ユーコ）アトリエ絵を描く仲間達。3月1日（火）～6日（日）湘南陶遊会陶芸展。2日（水）～6日有雅陶（ありがとう）展。





■ワークショップ

①いきものを彫ろう　クスノキ材を彫刻刀などで彫り、手に乗る大きさの作品を作ります。3月5日～19日の土曜日、全3回、午後1時30分～4時30分。高校生以上の方20人（抽選）。2700円。

②キッズ鑑賞ツアー　親子で春の所蔵品展を鑑賞します。3月17日（木）午後3時30分～4時30分。3歳～小学生の子どもと親15組（抽選）。保護者が2人以上の場合は、観覧券が必要です。

募：講座名・実施日時・参加者全員の必要事項・年齢（②は子どもの生年月日、未就学児は月齢も）・ファクス番号・メールアドレスを、はがき・ファクス・メールで、①は2月18日（木）まで②は11日（祝）～3月3日（木）に、美術館　メール：art-muse@へ。メールでの応募はタイトルを「ワークショップ応募」に。








まちづくり財団

〒254‒0045見附町15‒1（市民センター内の文化事業課）

電話：>0463-32‒2237　FAX：32‒2240






■市民合唱祭

　2月28日（日）第1部は午前10時・第2部は午後1時30分開演。中央公民館。





■文化サークル合同発表会

公演　2月13日（土）午前10時50分開演。市民センター。

作品展示　2月24日（水）～28日（日）、午前10時～午後6時（28日は午後3時まで）。中央公民館。
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学芸担当　電話：0463-33-5111


ヤイシ


　「湯河原驛（えき）の海の見えるホームで電車を待つて居ると、五十近くのいゝかつぷくの親爺（おやじ）さんが、二つの風呂敷包みを下げて上つて來（き）た。さまで大きな包みでも無いのに、ふうふうといつて汗を拭いて居る。やがて包みを解くのでそつと覗（のぞ）いて見ると、全部が三寸ばかりの平めな石であつた。是（これ）を細縄で斯（こ）ういふ風に結はへて、地曳網（じびきあみ）の底に一つづゝ附（つ）けるのだといふ。あんまり丸つこいと轉（ころ）がるからいけない。（中略）この親方は平塚の網主さんであつた。（中略）漁師は皆ヤイシと謂（い）つて居ますと答へる」

　これは、柳田國男（くにお）が昭和18年に雑誌『民間伝承』8巻9号へ発表した「湯河原」（『水曜手帖（てちょう）』所収）の一節です。平成18年に操業を停止するまで、平塚の地引き網では、主に小田原市の酒匂川や早川などで拾った石を網の重りに使っていました。海底を引きずる地引き網の重りには、